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平成３０年５月定例教育委員会会議録 
 

１．開催日時   平成３０年５月２２日（金） １３時３０分～ １６時２８分 

２．開催場所   日野町役場２０１会議室 

３．出席委員   今宿綾子教育長、西村吉弘教育長職務代理者 

髙橋政宏委員、山田めぐみ委員 

４．出席事務局員 

  教育次長 ：望主 昭久 

学校教育課：参事 山添 美実  参事 吉澤 増穂 

生涯学習課：課長 日永 伊久男 参事 加納 治夫 

図  書  館：館長 高浪 郁子 

子ども支援課：課長 宇田 達夫 

 

今宿 教育長 

 

 

今宿 教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただいまから、日野町教育委員会定例会議を開会します。 

 

教育長 経過報告 

まず初めに、私から主な経過を報告させていただきます。 

まず５月２日・３日に日野祭の宵山・本日がございました。今年も姉

妹都市の松阪市・会津若松市の方々をお迎えいたしまして案内させてい

ただきました。前日は雨、翌日は好天でしたが肌寒い日でございました。

地域の方々の祭りへの参加を様子をご覧いただいて、大変熱意があり、

自分たちの祭りを盛り上げているといった、その盛り上がりというもの

に大変感心され十分楽しんでお帰りいただきました。 

９日から１１日にかけて、全国教育長会が東京で行われ、私は６町の

教育長たちとご一緒させてきました。その中で文部科学省より新指導要

領についての説明を伺いました。いよいよ小学校も中学校も今年度から

移行の時期に入っていきますので、その対応についてしっかりしていか

なければならないと感じました。 

滋賀県では第３期教育振興基本計画が平成３１年度に向けて改訂さ

れ、今年度から取り組みをしていきます。これは県では教育大綱にもな

っているものなので、県の方針も盛り込みながら進めていかれ、それを

受けて町でもそれらが反映できるように考えていきたいと思っており

ます。 

その中で県教育長が４観点を重点にするという話がありまして、１つ

は学ぶ力を向上させる、それは授業改善であるというお話がございまし

た。それから、昨年から重点として力を入れております働き方改革でご

ざいます。そして幼・小・中・高の縦の連続、系統的な指導が必要であ
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るということで、それから特別支援教育の充実をしてほしいという、４

観点についての話がありました。これは４月早々の説明会の時にも話を

されていた内容だなと思っております。 

１４日、佛教大学の原清治先生を訪問しました。昨年の教育フォーラ

ムの講師の先生でございますが、今年度は８月２２日、夏休みの期間中

に日野町教育フォーラムを開催したいと思っておりまして、いろいろ町

の状況等もお話ししながら、どんなことをしていったらいいかというこ

とで相談をさせてもらいました。 

原先生は、学力やいじめ等の第三者委員にもなっておられるという、

非常に造詣の深い方でいらっしゃいます。また不登校やいじめの問題な

ど滋賀県と京都府の子どもの膨大なデータを持っておられるというこ

とで、適切なあり方を示していただけるのではないかなと思っておりま

す。また保護者、関係者の方々にも広く声を掛けていきたいと思ってお

ります。 

１５日は教科書の選定協議会、第３ブロックで西村委員さんには教育

委員代表としてご出席いただき、ありがとうございました。今年度は中

学校の「特別の教科道徳」の教科用図書の採択、それから特別支援学級

の教科書の採択をします。小学校の教科書につきましては、４年に一度

ということですので、本来ですと今年が採択の年になるわけであります

けれども、１年後に新指導要領に基づいた教科書が出るということで、

引き続き５年目を迎えるということでございます。 

それから、１９日に国際親善協会の総会がございました。今年の夏ご

ろに恩山面の使節団が来町されるという予定になっていると聞かせて

いただいています。 

そして昨日ですが、国体の準備委員会がございまして、2024 年の滋

賀国体をめざして様々な準備をされていくわけでありますけれども、日

野町は軟式野球の会場として決まっております。それに向けての諸準備

がいよいよ本格的に始まるということであります。 

その中で高校の部というのがあるそうでございます。高校の部という

ことは滋賀県の高校生ということですので、考えてみますと現在の小学

４年・５年・６年生の子どもたちがその時に高校生になっていますので、

選手の育成ということも大きな課題になっているということでござい

ました。 

以上、簡単ですが、報告とさせていただきます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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日程４ 経過報告 質疑 

ただいま経過報告をいたしましたが、ご質問などございましたらお出し

いただきたいと思います。 

 

先ほどこの会議が始まる前に次長さんとやり取りをさせてもらった

のですけれど、当教育委員会の議事等々、教育委員会事務局でご相談さ

れて、こういう内容で話し合おうと、教育長の判断でこうなっていると

思います。ただ、今、教育行政法が変わりまして、我々教育委員会がど

ういうスタンスでここに臨むかというのも、以前とは変わってきている

と思っています。 

そこで、私は今日、前回の教育委員会の時に２つの質問で今日答えて

いただくという理解の仕方をしてまいりました。教育方針に関した内容

ですけれど、それの答えと言いますか、こういうふうに考えているのか

という具体的な話を出していただくことと、新たに、地元の地域の、私

のところですと中在寺区の代表者が集まって話をする中の教育に関わ

る問題、通学路の話でございますが、そういうことも１人の教育委員と

して、日野町では地域から教育委員がなっているという立場があります

ので、私はそれに則ってここでお話をさせてもらおうと思っています。 

 昨日メールでお送りしました。それは水口であった事案に基づいて、

非常に危機管理の問題がありますので、昨日は画像が大きすぎたという

ことで、昨日の夜、小さいものを送りましたけれど、そういうことにつ

いて発生した時には、一番最後の「その他」のところでポンとあげても

いいのですけれど、あるいは「情報交換」とか、そういうようなタイト

ルをこのレジュメにつけていただく中で、教育委員が事案があった場合

はそれについて説明をすると。特に大きな内容に関しては事前に、昨日

では事前にならないかも知れませんが、あげていくというのが、今の教

育委員会の仕組みでのあり方の一つの方法論になると思いますけれど、

そういうふうにしていだたけるとありがたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

 

「経過報告」の「各課の説明」というところですか。 

 

議事に入る前にです。議事に入ると、議事に沿っていくでしょう？ 

 

これはどこで、希望されますか。 
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だから、我々いろいろ地域で情報交換をやっていますけど、「議事」

の前のところで、前回の質問した時の答えをお願いします。 

 

教育委員会では定例会の協議や話し合いについて準備はしておりま

す。 

 

前の時に、２点については今日お答えをいただけるという気持ちです

ので、学校教育課参事さんからお願いできませんか。 

 

髙橋委員さんのご意見の中で、この定例会の議事の進め方そのものに

関わってくる問題かなと思いますので、例えば運営の中で、教育委員さ

んがより町の教育についてご意見をいただくということはもちろん大

事なことでございますので、この定例教育委員会で話題にするのか、ま

た別の機会があるのかというところについて、考えていかなければなら

ないのかなと思いますが、今言っていただいたのも、次第のどこのとこ

ろに入れるのかということにもなります。 

 

定例の教育委員会では、うちの事務局の方で、議事の中には議第１

号・議第２号ということで、教育委員さんにご審議をいただきたいこと、

「議案」として提案をさせていただいて、その中でご審議いただきたい

というふうに事務局としては思っています。 

ただ、今言っていただいたとおり、教育委員さんのそういう思いであ

ったり、そういうことも、教育に関することにお話をしていただくのは

重要だと認識していますが、この「教育委員会」という定例の会議する

場は、議事を中心に進めていただいて、あと「その他」の項目でそのよ

うな、教育委員さんからの発言なり情報交換するとか、そこら辺のとこ

ろを分けてさせてもらうということの方が、教育委員会としてはよいか

なと私は思います。 

 

 前回の教育方針のことについて、２点は回答をいただけると思ってい

ますので、ではそれも、一番最後とおっしゃるなら、そうしていただけ

るとうれしいです。 

 

そのように事務局としては考えています。議１号としては、限られた

時間を教育委員さんも平日に来ていただいていますので、その中で事務

局として提案させていただいている議事を進めていただいた中で、その



-5- 

 

 

 

 

髙橋 委員 

 

 

 

 

 

望主 次長 

 

 

 

 

 

 

髙橋 委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

今宿 教育長 

 

髙橋 委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

中で委員さんの共有認識であったり、見識を高めることについては、「そ

の他」の項目でしていただいたらどうかなと思っております。 

 

そうしたら、一番最後のところで、前回の教育方針についてのやり取

りがあって、私の思いとしては不十分で終わっているのです。今日それ

の回答をいただけるという思いがあるのです。それと新たに昨日、危機

管理の問題で、字でも協議をしましたが、それは通学路の安全管理の内

容ですので、それも含めて最後の「その他」のところでお願いします。 

 

それと、髙橋委員さんが言われた、ご質問していただいたことに事務

局としてお答えする、それが教育委員４名様すべてが共通認識を持たな

いといけないものであるのか、委員さんの個人的なことをうちが上手に

説明できなかったのか、そこら辺もあるので、この場ですべてのことを

するのかは、また委員さんにもお聞きしないといけないかなと思いま

す。 

 

私が前回お聞きして、今日言っていただくのは、はっきりしていまし

て、いじめ防止基本方針の今の姿、平成２６年に出ておりますけれども、

それが今は変わっていると。今日お示しするという参事さんの話だった

と思います。 

もう１点は、体罰防止マニュアルに基づいた指導方法、教育施策をど

うするのか、これについても今日、思っていることを言う場が持てると

お話しいただきたい、そんな理解の仕方で寄せてもらっているところで

ございます。 

 

そのことは事前に聞きましたか。 

 

いえ、前の話でそういうふうに理解をしているのです。４月の教育委

員会の話の中で。 

私がそれについて質問させてもらった時に、ごく簡単に言うと、まだ

不十分な答えのようになるかもしれないので、次の教育委員会の時にお

答えしますというようなお答えがありました。 

その１つが、平成２６年度の日野町いじめ防止基本方針が、ちょっと

やっぱり不十分なので、平成３０年２月に出たと。ただし、私たちは内

容を知らないので、今日それは示していただけるという思いで寄せても

らったと、これが１点です。 
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もう１点は、「体罰防止マニュアルに基づいた指導方法」と、今年度

の教育方針にありますが、具体的にどういう施策をするのかということ

についても、今日、一定の見解をお示しいただけるということだったの

で、今そういう話を出したのですが。 

 

そうしますと、話題にしていただきたい内容について出していただい

たものを、「その他」で定例教育委員会ごとに入れるということですね。 

 

聞いてもらえたらそれで、情報交換でいいのじゃないですか。 

 

時間が長くなりますが、それでもよろしいですか。 

 

時間の問題ではないと思いますけど。 

 

本日の内容については、事前に参事に聞いてくださっているのです

ね、それならそれについてお答えする必要がありますね。 

 

新しく教育委員もここで話題提供して出せるという解釈をしていま

すから、地方教育行政法が変わったので、基本的に考え方が変わってき

ていますから、一教育委員としてもこういう場で、意見を言えると考え

ます。 

 

問題提起をするということですね。 

 

問題提起、課題提起というか、「こういうことを考えてもらいたい」

という意見を言えるとありがたいです。非常に遅れたのですけれども、

昨日もお送りさせてもらっているのですけども。 

 

従来から、「その他」の項目があって、いろいろなこと、教育に関わ

ることなどは委員さんからもご発言いただいていましたので、新法に変

わったからということでなくても従来からやっていたと思いますので、

議題は議題、「その他」で意見交換は意見交換と、そういう形でしてい

ただいたらどうかなと。それで答弁が不十分だとか、そういうことでは

なくて、ざっくばらんな中の「その他」の項目というか、そういうこと

でしてもらった方が、議案と分けた中でしていただく方がありがたいな

と思います。 
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ただ、再度面倒くさいことを言うかもわかりませんが、私が質問に答

えていただきたいというのは、教育方針に関わるすごく大きな柱だと思

いますから、それをどういうふうに解釈、どういうふうになさるのかと

いうあたりは、我々がみんなきちんと知らないといけない。情報交換的

な、みんなが共有すべきものに入ると思います。それを全体的に最後に

していただいて構いません。別に異論はありません。 

 

教育方針でも、平成３０年度のものを前の委員会にはたぶん議案とし

て提案されておりますよね。 

 

これですよね。もっと違うものですか。 

 

その中身についてです。 

 

議案の審議の時間は取っていますよね。 

 

何回かは取らせていただいき、それからスタートしているわけでござ

います。 

 

そこの２つの具体的なことを今日は示していただけると思って寄せ

てもらったわけです。 

 

ただいま髙橋委員からご発言をいただいておりまして、これは前回   

お話いただいた中で、事務局からの回答がもう少し十分でないという、

そういう認識でいいわけですか。 

 

そうです。 

 

だからそれで改めて今日それについての回答がほしいとおっしゃっ

ているわけでございますので、これはひとつ事務局で、この適切な時間

でそれをきちんと言っていただいて、我々も当然、委員としてそれは聞

きたい思いでございますので、そういうことでお願いをしたらどうかな

と、これが１つでございます。 

先ほどご報告いただいた中の質問に移らせていただいてもいいでし

ょうか。この話と関連しませんが。 
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ここで一旦切らせてもらってもよろしいですか。 

 

高橋委員さんの問題提起、今おっしゃったことに関しては一旦置いて

おいて。 

 

では、改めて、大層なことではないのですけれども、先ほど教育長の

ごあいさつの中に触れていただいたことで、もう１回再確認するようで

恐縮なんですが、この時期、ゴールデンウィーク明けというのは、我々

サラリーマン時代でも出勤しづらいことがありました。児童生徒の中に

も不登校と言いますか、学校へ行きづらいという状況も例年どおりだと

いうようなイメージでおっしゃっていただきましたが、具体的にはどん

な程度か、きちんとした数を求めているわけではないのですけれども、

我々素人からいたしまして、どの程度のＧＷ明けに欠席というか、続け

て休むというのは、どの程度あるのでしょうか。 

 

確かに４月は中学生の子どもたちも本当に、頑張ろうという意欲で休

みがちなお子さんは少なかったです。生徒指導の報告があがってくるの

も７日以上欠席という数も 15 人ほどです。小学校でもあまり見られな

いです。 

ただ、５月末にならないと報告はあがってきてはいないのですけれど

も、やはり連休明けに疲れが見えているということも中学校からの情報

では聞きますし、学年が上がってきて、その前に学年でお休みが多くて

頑張っていた子どもも、少し休みがポツポツ見られる言うようなことを

聞いておりますので、連休明けというのはキーポイントというところだ

と思います。 

数ははっきり言えませんけれども、前年度末で 30 日以上の欠席という

のは 30 人くらいおりますので、それ以上出さないということとが、私

たちの努力で取り組んで対応していきたいと思っております。 

 

関連して、いつも何となく、私も現職が教員だったので言いづらい点

があるのですけれども、確かに西村委員さんがおっしゃったように、連

休明けになると不調を訴える子がいます。既に私が現職の頃よりも、小

学校ではそういう子どもさんに対する対応を学校の計画にもあげても

らっていると思いますし、特に今、ケース会議とかいろいろあると思い

ます。そういった情報を、細かい情報もなかなか煩雑になる部分もある
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なと、なかなか大変だとは思うのですけれど、Ａ小学校・Ｂ小学校・Ｃ

中学校、どんな状況なのかということは逐一把握を、これまでどおり、

あるいはこれまでよりアンテナを高くして、大変でしょうけれども、ぜ

ひとも深刻な課題になる前に手当てが打てるように、よろしくお願いし

たいと思っております。 

 

この件につきましては、文部科学事務次官であられた前川さんがお書

きになられた文書によりますと、あの方ご自身もそういう経験もおあり

のようなことを書いておられましたので、そういう意味では、不登校を

克服していくという部分は本人の中に湧き上がる何か、きっかけがあっ

て、「また行こうかな」ということになっていくのだと思いますので、

どうかひとつその辺は、あまり極端に焦らずに、数字とかではなくて、

個々の対応を広くお考えいただいて、よろしくお願いしたいというのが

私の意見でございます。ありがとうございました。 

 

ありがとうございます。山田委員さんご発言ありますか。 

 

高橋委員のおっしゃった前回の教育方針についてですが、私も望主次

長のおっしゃったとおり、「その他」のところで情報交換をすればよい

と思います。  

 

それでは、報告についてのご質問はよろしいでしょうか。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程５ 議第１号 

提案説明に対してご質問等お願いします。 

 

日野町文化財保存事業補助金交付要綱について、説明ありがとうござ

いました。どこの市町におきましても、今、非常に財政難の中で、何も

教育委員会だけではなくて、いろいろな部局で補助金をどのように活用

していくか。補助金の占める割合が自治体の財源の中で大きな位置を占

めていると思うのです。日野町もそうだと私は判断をしています。 

今、補助率がこのように変わるというのは、県なり国なりの考え方も

あって、それで日野町もてこを入れていこうということです。振り返っ

てみますと、こういうふうな形で補助率が変わっても、日野町の文化財

を保存していくためのいろいろな事業があると思うわけですけれども、
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それがマイナスになっては何もならないなと。ここまでしたかったけれ

ども、補助金がそこまでいかなかったのでできないというようなことに

なってはいけないと思うわけですけれど、補助率が変わることによって

も、文化財事業がスムーズにいけるという判断でございますか。 

 

補助率については変わりなく、その上限が低くなったということでご

ざいます。国の指定文化財につきましては当然、国より大きなウエイト

を占めた補助金を出していただきまして、それに対して県と町からも補

助をしているということです。県指定文化財については約３分の２を県

から補助金を出していただいています。国指定および県指定の文化財で

はかなり国と県からいただく補助金が大きなウエイトを占めています。 

上限が変わったことによって補助事業ができなくなることはまずな

いと思いますが、上限を超える場合は所有者の方の負担が増えることに

なります。しかし、そういう場合はそんなによくあるケースではないと

思います。何千万円とかいうような大きな補助事業でしか該当しませ

ん。例えば大きなお寺の解体修理だとか、一昨年まで実施していました

信楽院さんの本堂などはかなり大事業でございましたが、そういうよう

な事業になりますと、今まで 500 万円が上限であったものが 300 万円

ということで、200万円少なくなるということは確かにありますけれど

も、普通の規模ですとそんなに大きな影響はないと思っております。 

あと、財政が厳しい状況で、財源は限られていますので、より広くい

ろいろな方に補助を受けていただこうとなると、１件に対する上限を下

げて、たくさんの方に回していくという方向になるかと思います。 

 

ありがとうございました。 

 

中身の前の話になるわけですけれども、この中身は、会議の招集の文

書を頂戴して、本来ならその時に一緒に頂戴できたらありがたかったな

と思うのです。当日この場で出されると、これをどう変えられるのかわ

からないと。事前に勉強もしておきたいし、考えたいと思うのです。本

番にいきなりこれを出されますと、十分な質問もできないし、その辺の

ところは、事前にご用意いただいているような議案に関しましては、で

きましたら会議より数日前にでも頂戴できればありがたいと思います。 

もちろん、議案によりましてはこの場でないと具合が悪いことがある

ことは十分承知はしておりますので、ただ、委員といたしまして議案は

よく考えたいなと、ここで決めればもう決まるわけですので、様々な影
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響とか、また住民の方の声とかもいろいろ考えながら、それにふさわし

い自分なりの意見を持ちたいと思いますので、その辺はひとつご理解を

いただきたいと思います。 

 

議案は当然、事前配付というのも重要だと思いますので、すみません、

私も４月からということで、その辺のことも十分な引き継ぎができてい

なかったと思われますので、事務局である私たちと議案をつくっていた

だく担当課と相談しながら、極力その辺のことについては整理させてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

 

もう１点だけ、ただいま髙橋委員さんのご質問にご回答いただいて、

ほぼ理解はできたわけですけれども、金額として、県指定・町指定に関

するものが、町として最高限度を下げたということが、トータルの財源

からして、できるだけ公平にというか、多くの事案にできるようにとい

うのが、ご提案の趣旨なわけでしょうか。 

 

それだけではないのですが、財政難というのも当然ございます。その

中でやはり、下げて広くという方向性で。 

 

できるだけそうしたものに関しては、公的な補助金を出してでも保存

すべきもの、修復すべきもの、それはちゃんとしていかないといけない

ということから考えますと、大切だと思いますので、いろいろやむを得

ない事情を汲んだ上で、それはそれとして了解いたしました。 

 

ありがとうございます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程５ 議第２号 

以上、提案でございますが、ご質問等ございましたら。 

 

誠に、自分としても恥ずかしいようなことを教えていただきたいので

すが、日野町社会教育委員さんと日野町公民館運営審議会委員さんと兼

ねているわけですね。 

１点目は、なぜ兼ねておられるのか。私自身にとっても非常に恥ずかし
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い質問なんですけど、改めて、どうしてなのかということと、もう１つ

は、これは私の勉強不足でもあるわけですけれど、日野町社会教育委員

さんは具体的にはどういう活動を日々なされているのか。申し訳ござい

ません、もう一度教えていただければありがたいと思っています。 

 

社会教育委員と公民館運営審議会員を兼ねている理由でございます

が、それぞれの委員さんを定める条例があり、委員さんの構成につきま

しては、社会教育に関わる関係団体からと地域からというような規定が

ございます。社会教育委員と公民館運営審議会委員は、校園長会、ＰＴ

Ａ連協、町子連、女性会、青年会、文化協会、体育協会、子育て関係の

方々という社会教育関係団体からご推薦いただく方と、各地区の公民館

を通じて選任いただいた方で構成されており、同じような方々を推薦い

ただくことになります。議論いただく内容も社会教育と公民館の運営と

いうことですが、日野町は公民館で社会教育をしていただいていますの

で、会議で審議・議論していただく内容がほぼ同じで、別々の会議に同

じような方に出ていただくのは無駄なことになりますので、兼ねてとい

うことにさせていただいております。 

社会教育委員としての活動の内容でございますが、今申しましたよう

に、日野町内にあります社会教育関係団体を代表する方と、地区で社会

教育活動をしていただいている公民館での代表の方に来ていただいて

おります。公民館選出の社会教育委員兼公民館運営審議会委員さんは、

各地区の公民館の運営委員さんも兼ねていただいておりますので、町で

議論していただいたことをそれぞれの地区へも持って帰っていただい

て、議論をしていただくとか、その内容を実際に地域で実践していただ

く際に、その旗振り役のようなことを地域でお願いしたいと思っている

ところでございます。 

社会教育委員さん、地域の方から見ると、実際にどういうことをして

いるのかなかなか目に見えないと思うのですけれども、社会教育の団体

ではそれぞれ個々の団体で、一生懸命取り組んでいただいております

し、県で実施される研修会や講演会にも積極的にご参加いただいており

ます。地域の方に社会教育活動に携わってもらう後押しと言いますか、

何か一歩踏み出していただけるような役割をしていただくようにお願

いしております。 

 

ありがとうございました。ということは、私ですと西桜谷に住んでい

ますので、西の公民館です。そこに運営委員さんがおいでですので、こ
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今宿 教育長 

 

 

 

髙橋 委員 

 

今宿 教育長 

ういう議題とかこういうことは大事だなということがあれば、この３名

さんたちの会議なりがあって、そこで協議していただくという流れにな

っていると解釈したいと思っているのですが、それでいいのですね。 

 

西桜谷地区の公民館推薦委員は川原了慎さんにお願いしております。

例えば西桜谷公民館でこんなことに困っているという問題を提案して

いただいて、皆さんに議論していただいて、全町的な認識をいただいた

りとか、うちはこんなことをしているとかの助言などもしていただいて

います。 

 

ありがとうございました。 

 

ほかに質問はありませんか。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程６ 今後の予定 

以上、今後の予定の説明が終わりましたが、ご質問、ご意見等ありま

したらお出しいただきたいと思います。 

 

先ほど途中で時間をとっていただきありがとうございました。今後の

予定で、学校教育課のところに、通学合宿とありますが、これは学校教

育課の事業ですか、印刷ミスですか。学校教育課の事業としての位置づ

けですか、ここだけが。 

 

いえ、すみません、子どもたちに関連するということで書かせてもら

ったのですけれど、これは生涯学習課です。 

 

それでしたら、２６日の氏郷公の顕彰会も、学校教育課の事業ではな

いですし、生涯学習課でもないですし顕彰会という外郭団体の事業です

が、書く欄がないので、このような標記になりますが、よろしいですか。 

 

そこだけ目についたので。結構です。 

 

よろしいでしょうか。 

ありがとうございました。 

以上を持ちまして、５月定例会を終了します。 
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